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就職氷河期世代支援に関する経済産業省の取組

経済産業省は、令和５年度において、就職氷河期世代の方々を含む人材のキャリア形成や採用機会の創出を
促すため、「中小企業・小規模事業者人材対策事業」（継続）、「地域未来DX投資促進事業」（継続）、
「地域・企業共生型ビジネス導入・創業促進事業」（継続）に取り組む。

①施策・事業の概要

令和４年度までに実施した事業については、以下の通りいずれも着実に実施されている。
（１）「中小企業・小規模事業者人材対策事業」：令和３年度は、参加企業の満足度が89％、参加企業のう
ち自社のニーズに合った人材の求人にチャレンジし内定に至った割合が29%と、行動計画上の目標を達成。令
和４年度は、経済産業局と労働局の連携を強化しつつ、実施中。
（２）「地域未来DX投資促進事業（うち地域デジタル人材育成・確保推進事業）」：令和４年度より、実践
的な学びの場の提供等を行うデジタル人材育成プラットフォームを構築し、行動計画上の目標達成に向けて着
実に取組を進めている（令和８年度までに、地域企業のDXを進められる人材を1,300人育成することが目標）。
（３）「地域・企業共生型ビジネス導入・創業促進事業（うち若者人材確保プロジェクト実証事業）」：令和
４年度より、地域の共通課題である若者人材の流出防止・流入促進のため、民間事業者等が地域の地方公共団
体等と連携して地域企業の人材確保等を行う取組を支援（事業終了後も自立的に事業継続している事業者の割
合を 50％以上とすることが目標）。

②取組状況とその評価

令和４年度事業の実施状況を踏まえ、改善を行い、実効性の向上を図る。具体的には、（１）は、経産局・
労働局で氷河期世代の支援ノウハウを共有する等の工夫を行う。（２）は、スキルの見える化のため令和４年
12月に策定したデジタルスキル標準に紐づいた講座を一元的に提示する専用ポータルサイトの運営を行う。
（３）は、令和４年度事業で創出した先進事例も踏まえつつ、全国で横展開を推進する。

③上記の評価に基づく施策の見直し

令和５年度以降も、事業の実施状況を踏まえながら、地域の中堅・中小企業の人材確保支援や人手不足が見
込まれるIT分野の人材育成支援等を通じて、改善を図っていく。

④今後の取組
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